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可逆DWTと非可逆DWTの可逆DWTと非可逆DWTの
互換性 （case 1）
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可逆DWTと非可逆DWTの可逆DWTと非可逆DWTの
互換性 （case 3）
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提案法の概要提案法の概要
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回路構成の詳細

従来の分離型 (lifting部分)従来の分離型 (lifting部分)
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提案法の導出手順

１ スケーリングを最後に纏める１．スケーリングを最後に纏める
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３．で用いた定理３．で用いた定理
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従来法 16 16 32 (100%)従来法 16 16 32 (100%)

提案法 8 4 12 (37.5%)
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提案法のバリエーション提案法 リ シ

【提案法２】 非分離２つ
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【提案法１】 非分離１つ
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丸め器 数丸め器の数

非分離 lifting scaling total非分離 lifting scaling total
提案法１ １つ 12 4 16  (50.0%)
提案法提案法２ ２つ 8 4 12  (37.5%)
従来法 なし 16 16 32  (100%)

評価結果評価結果
（丸め誤差）（丸 誤差）

実数型の標準DWTとの互換性
各画像に対する S R （２ステ ジ）各画像に対するPSNR （２ステージ）

1.boat 2.girl 3.couple 4.cameraman

比較に用いた画像

5.text 6.bridge 7.airplane 8.lax 9.building
10.barbara 11.lenna 12.woman 13.lighthouse
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実数型の標準DWTとの互換性実数型の標準DWTとの互換性
全画像での平均値 （２ステージ）

誤 差 （互換性の評価）

丸め器数
case 1 case 2 case 3

順変換 可逆と非可逆 可逆 非可逆

逆変換 非可逆 可逆逆変換 --- 非可逆 可逆

提案法１ 47.47 ( +1.22) 45.09 ( +1.25) 44.88 ( +1.21) 50.0%
提案法２ 46 80 ( +0 55) 43 61 ( 0 22) 43 55 ( 0 12) 37 5%提案法２ 46.80 ( +0.55) 43.61 ( -0.22) 43.55 ( -0.12) 37.5%
従来法 46.25 ( +0.00) 43.83 ( +0.00) 43.67 ( +0.00) 100%

提案法１により、誤差を低減できた提案法１により、誤差を低減できた
（提案法２は、効果がなかった）

画像例（case 2, 可逆->非可逆）

Y1=uint8(128+(W1‐X0)*16);

従来法 43.85 [dB] 提案法１ 45.02[dB]

画像例（case 2, 可逆->非可逆）

Y1=uint8(128+(W1‐X0)*8);

従来法 41.94 [dB] 提案法１ 43.22 [dB]

評価結果評価結果
（符号化特性）（符号化特性）



ロスレス符号化特性ロスレス符号化特性
（２ステージ）

method 提案法１ 提案法２ 従来法 (5/3 DWT)
entropyentropy
[bpp] 5.10 5.11 5.11 (5.03)

trs_main_7.m
Feb. 14, 2009

ロッシ 符号化ロッシー符号化
提案法１, EBCOT, 2 stage, Lenna

2 3順変換 逆変換
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まとめまとめ

9-7 DWTによる分離型２Ｄ構成について、

●フィルタとスケーリング、全てをリフティング構成し
●伝達関数を、非分離型の関数に因数分解した

可逆DWTを、非分離で構成した

丸め器の数を低減した

従来の分離型・可逆DWTに比べ、

● 符号化 性能を維持し●ロスレス符号化の性能を維持しつつ
●非可逆DWTとの互換性を向上 （提案法１のみ）


